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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　Cretaceous Shimanto beltis stratigraficallydivided into the“Doganaro” and Uwagumi Formations,
　in the Uwagumi area of the central Shikoku. The “Doganaro” Formation, attains t0 350-700 m
　in totalthickness, is lithologicallysubdivided into the Lower, Middle and Upper Members. The
　Lower Member consistsmainly of massive and bedded shale, and alternation of sandstone and shale
　rich in shale, frequently intercalated with lenses of sandstone and conglomerate ； The Middle
　Member cosistsmainly of massive sandstone and siltstone,containing carbnised fragments ；The
　Upper Member consists of slumping and slidingdepodits including huge blocks oflimestone, chert,
　siliceousshale and conglomerates. The siliceous shale which is contained of small amounts of
・cherty-pebbles, is found to abundant the Late Jurassic radiolarians. This Formation, be able to
　correlatewith A-B Members of the typicalDoganaro Formation (Upper Neocomian to Lower Aptian)
　by Tashiro ｅt　al(1982), Judging from their characteristiclithologicalfacies.
　　The Uvvagumi Formation islithologicallysubdivided into the Lower, Middle and Upper Members.
　This Formation is very variable in the thickness of the beds, attains t0 350-1200 m in thickness.
　The Lower Member consists of bedded sandstone and alternation of sandstone and shale rich in
　sandstone ；The Middle Member consistsmainly of alternationof siltstoneand shale, massive shale
　(tuffaceous shale), and bedded shale containing Early most Turonian to Coniacian inoceramids and
　Planktonic foraminifera；The Upper Member consists of thick-bedded sandstone, alternationof
　sandstone and shale rich in sandstone, and massive shale (tuffaceous shale).
　　In addition to the stratigraphicalstudies, one of the author, Aoki, descrived in Japanese the
　radiolarian fossilsfrom siliceousshale (block) of the“Doganaro" Formation. The radiolarians taxa
　are recognized 20 genus and ２２species (see Table 2). Acorrding to the recent biostratigraphic
　works by RiEDEL and Sanfilippo (1974), FOREMAN (1978), Pessagno (1977a), Baumgar-
　TNER (1980) and Baumgartnerｅｌ ａｌ(1980), most of listed radiolarian species of this block
　are correlated with those of the kimmeridgian-Tithonian in age.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　西南日本の仏像構造線の南側は，広義の四万十帯とよばれ，主として白亜系の北帯と新生界の南
帯が分布する．
　高知市北東部，香美郡香我美町付近に分布する四万十帯は，これまでYehar八１)，小林2)，甲
藤３)･４)らによって，おもに層位学的研究がおこなわれてきた.
　ＹＥＨＡＲＡ１)は，チャート中に含まれる後期ジュラ紀の放散虫化石や，泥岩中に産する鳥巣式石
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灰岩の存在により，この付近の地層を安芸川統と名付け，その時代を後期ジュラ紀とした．また岩
相の特徴や放散虫化石の産出により，これら一連の岩祖をカリフォルニアのフランシスカン層群
や，ボルネオのダナウ層に対比できると考えた．小林２)によれば，安芸川統は放散虫チャートを含
む東川層と，ほとんどチャートを含まない西川層に区分され，その時代を後期ジュラ紀と推定され
ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
　甲藤3)･４)は，この安芸川統を３層に分け，比較的化石を多産する県西部の堂ヶ奈路層,半山層，須
崎層に北から各々対比し，各層は，走向性の断層によって接し，南方にいくにしたがって新しくな
るとした．　しかし本地域の大型化石は，たいへん乏しく，甲藤４)によると，挾在する鳥巣式石灰岩
を省くと，わずかに香我美町上組における保存の悪いイノセラムスの産出かあるにすぎなかった.
1979年筆者らの一人青木は，同町上組の従来の堂ヶ奈路層分布地域の北半部の３地点より多量のイ
ノセラムスやその他の二枚貝類，アンモナイト，浮遊生･･･一底生有孔虫化石等を発見した．その概要
は，甲藤・田代・青木５)，田代6)，高柳７)，青木・田代8),を参照されたい．その後甲藤９)は，これ
ら大型化石及び微化石の示す年代か，チュロニアンであり，堂ケ奈路層(ネオコミアン～アプチア
ン：田代６))とは，時代の異なった地層と考えられることから，これに上組層の新称を与えた．
　本論文は，筆者の一人青木か，田代の指導のもとに高知大学卒論として行った研究をさらに両者
で検討を加え，仏像構造線の南縁に分布する上組層と堂ヶ奈路相当層の層位学的研究とその産出化
石の層位学的意義についてまとめたものである，　　　　･．
顕微鏡の使用に関して高知大学満塩博美教授に御世話になっ･た．　これらの方々に厚く御礼申し上げ
る，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　質　概　説
　今回の調査地域と地質図を, Text fig. 1に示す．
　三宝山帯と四万十帯を境する仏像構造線は，三宝山の南斜面に沿って北東一南西方向にのびてい
る．その境界は一部を省いて，露出状況か悪く，必ずしも断層を認めることはできない．しかし本
地域の三宝山層群は，石灰岩やチャートの発達か良好であるので，これらの出現をもって，その境
界と推定した．上総安場坂北西付近の仏像構造線付近では，幅２ｍ程度の破砕帯か認められる．ま
た土居の谷の北方では，石灰岩や玄武岩か亜角礎状に泥岩中に産する．一般に本地域における仏像
構造線は，標高250～300m付近に位置し，上総層(後述)の上位にかなりの低角度で南ヘスラスト
アップするものと推定される．
　仏像構造線の南側に帯状に分布する上総層は，イノセラムスをはじめ化石を多産する泥岩の卓越
した地層である．上組層と断酒を境に接する堂ケ奈路柑当層は，泥岩勝ちの地層であるか，中部に
は厚い砂岩層がみられる．
　本論ではふれないか，堂ケ奈路相当層の南側には，半山相当層，須崎相当層，月見山メランジ
エ，手絡メランジエがそれぞれ帯状に分布している(平ら１ｏ)･11)甲藤９)，青木・田代8)).
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Text fig.2. Rout map of studiedarea.
　　U.F.:Lfwagumi Formation, H. F.:Hayama Formation, D.F.:“Doganaro”
　　Formation, S.T.:Sambosan Terrane, B.T. L.:Butsuzo TectonicLine.
　　A-R : Rout name (see Text fig.2 and 3）.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　質　各　論
　ここでは，北から順に述べる.
1.上　組　層
　この名称は，甲藤９）によって，新しくもうけられたものである．
　上組層の分布は，南西部の山北付近で最も広く，層厚は1200m以上になる．しかし，北東部の上
組付近では，仏像構造線が南に張出してくることや，堂ヶ鏃路相当層との断層が，上組層の走向に
対してわずかに交じわるため分布かせまくなり約300 m程度になる．
　上組層の一般走向は, N40～70°Ｅで，北へ60～80°で急傾斜しているか，堂ヶ奈路相当層との断
層付近では，70～80°で南に傾斜している．層裏痕や斜交葉理などの堆積構造に基いて，地層の上
下判定を行なった結果，上組付近の堂ヶ奈路相当層との断層ｲ寸近で，いくつかの小摺曲が確認され
たが，地層は一般に北傾斜の北方上位の地層である．
　走向方向の断層は，泥岩部で小規模のすべり面としてはみうけられ名ものの，大きな断層はな
い．南北方向に発達した断層付近においては，砂岩や泥岩中把綱目状に入り込んだローモンタイト
脈がみられることが多い･
　本層は岩相より下部層，中部層，上部層の３部層に分けられる．
　上組層のルートごとの柱状図をText fig. 3に，各柱状図採用ルートをText fig. 2に示す．
　下　部　層
　下限は堂ケ奈路相当層と断層関係で接するために不明である.下部層は，砂岩，砂岩の卓越した
砂岩頁岩互層，泥岩によって構成されている．砂岩は一般に中粒～細粒で塊状（３～5 m),また
は成層(0.5～1m）し薄い（5～10 cm）の泥岩を挾在する．砂岩の新鮮な面は’,青灰色～灰色
で風化すると灰褐色を呈す．砂岩頁岩互層は，一般に等量ないし砂岩勝ちが多くよく成層してい
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る．一部スランプ構造がみうけられる．泥岩は，無層理の泥岩よりなり暗灰～暗黒色（風化すれば
帯黄褐色）を示す．層厚は400m前後である．　　　’‘
　中　部　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧
　上組安場坂付近に好露頭がある．一般に中部層は泥岩勝ちの地層であるか，本地域の南西部（山
北付近）では，所々砂岩が多くなり，岩相か変化する．中部層は，シルト岩頁岩互層，泥岩を主体
に，まれに砂岩や石灰岩（２～３ｍ）のブロック（オリストリス？）を含む．
　シルト岩頁岩互層は，5～20 cm の厚さで互層し，砂質になっているところでは，クロスラミ
ナか顕著である．また所々にクロスラミナの発達した凝灰岩（２～５ Ｃｍ）がはさまれる．泥岩は
無層理で，風化すると微片状にこわれる．　また，この部分にはまれに砂岩・石灰岩（２～３ｍ）の
ブロックが含まれる．砂岩は一般には中粒～細粒で0.5～1mの厚さで成層し，その間に0.5～10
Cmの薄い頁岩か挾在する．砂岩は新鮮な面では／
ツケ質砂岩である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で’Ｉ
　また，シルト岩頁岩互層部では，顕著なスランプ性の摺曲が発達する(Text fig. 4）.本部層の
層厚は, 300～400m程度である．
　本部層からは，イノセラムスをはじめ，多数の大型化石の他に微化石が産出する（後述）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０　　　　　　　　１Ｍ
　　　　　　　　　　　Text fig-4. Slump depositsor the Uvvagumi Formation.
　上　部　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，
　仏像構造線が南へ衝上するため上限は不明である．本部層は，北東部の文代付近では仏像構造線
に完全におおわれてしまい存在しない．層厚は，0m～300mと側方変化する．岩相は，砂岩，頁
岩，砂岩頁岩互層よりなる．砂岩は塊状（２～４ｍ）で，中粒～細粒，新鮮な面では，青灰～灰色
を呈し，風化すると灰褐色を呈す．鏡下ではかなり岩石片（チャートか多い）を含み，グレーワッ
ヶ質砂岩である．頁岩は，暗黒色～暗灰色の無層理の塊状を示し，凝灰質である．風化面は微片状
にこわれやすい．砂岩頁岩互層は，一般に砂岩が卓越しレ20～30 cm の厚さで成層している．
2.堂ケ奈路相当層
　木層は，北縁と南縁を断層で切られ，それぞれ北側は上組層と，南側は半山相当層と接する．特
に上結層と堂ケ奈路相当層とを境する断層は，東北東―西南西の走向を示し，上総から土居の谷を
へて山北にかけての県道沿に，明瞭な断層谷を形成している．
　岩相より，下部層，中部層，上部層の３部層に区分される．堂ケ奈路相当層におけるルートごと
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の柱状図をText fig. 5に，各柱状図作成ルートをText fig. 2に示す．
　下　部　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　ご
　下部層は，頁岩を主体に，頁岩勝ち互層，砂岩，ときに課岩を含む;頁岩は，黒灰～暗灰色を呈
し，無層理の塊状を示すことか多い．　しばしば砂質葉理，砂岩薄層をはさむ．頁岩勝ち互層は，数
ｃｍの砂質部と数Ｃｍ～数10 cm の泥質部が互層するもので，しばしば砂質部かレンズ状になる
ことかおる．砂岩は中粒から細粒で，10～20 cm の厚さで成層する．篠岩は，本層の基底部の２
地点においてみられ，それぞれ異なった産状を示す．下組南方(Text fig. 5, M)においては，
頁岩中に長径約５ｍのブロック状に数個存在する．課程としては，砂岩，泥岩，石灰岩（白～黒灰
色）を主体とし，石英斑岩，チャート，玄武岩なども認められ，基質は斜長石の多い粗粒砂岩であ
る．課は円課から亜円課で，篠径の平均は　5～10 cm 程度であるが，時に40 cm におよぶ巨篠も
含まれる．
　一方，栗ノ木南方(Text fig.5, R)では，粗粒砂岩中に薄く（5～10 cm）レンズ状に√篠径
0.5～２ ｃｍ程度のチャート篠が発達する．篠は亜円篠から円篠を示す．
　本部層は，北東部の栗ノ木，坂谷，下組にかけてよく発達し層厚は30Q～400 mである．ただ
し，本調査地域の南西部（山北の南方）では，露頭条件も悪く詳細は不明である．
　中　部　層
　中部層は，砂岩がきわめて優勢な地層で，時に篠岩を挾有する．砂岩は，青灰～灰色を呈し，5
～10m程度の塊状または成層した中～粗粒砂岩である．砂岩に伴う頁岩勝ち砂岩，頁岩互層は，一
般に薄く(0.5～1m）葉理が発達する．頁岩部（シルト岩）には，植物片を多産するところかあ
る(Text fig. 5, J, Q).下組では（（Ｔｅｘt fig. 5, L),厚さ約５ｍの篠岩層（？）がみら
れる．篠程は，石灰岩・チャートが多く，砂岩，泥質岩なども含まれる．課岩は，角篠ないし亜円
篠を示し，基質は黒褐色の頁岩である．篠種の１つである石灰岩には，暗灰色～黒灰色のものもあ
り，ハンマーで打つと石油臭を発する．　　　　　　九　ダ
　本地域において中部層は，全域において追跡することができるト層厚は100～200mと多少側方変
化する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　上　部　層
　頁岩中に，大小さまざまな外来岩体（オリストリス）と思われる岩体が存在することによって特
徴ずけられる．基質である頁岩部は，所々砂岩をレンズ状ないしブロック状にはさみかなりみださ
れている．また南西部（山北の南方, Text fig. 5, J)では，スランプ摺曲の卓越した頁岩，砂
岩の互層がみられる．
　頁岩中に含まれるブロックには，次のようなものがある．
　石灰岩：上組安場坂(Text fig. 5, O, P),のつご(Text fig. 5, K),国兼(Text fig.
5, J)などに分布する．これらの岩体のみかけの大きさは，5～20 mほどで，人頭大の大きさの
ものも含まれる．石灰岩には塊状灰白色のもの，黒灰色で石油臭を発するもの，また，石灰岩の周
辺部に角篠岩ないし亜角課岩を伴うものかある．篠種は，石灰岩か多く，他は粗粒砂岩，娃質頁
岩，チャートから成る．
　含チャート課屁質頁岩：ブロックの大きさは, 0.5～2m前後である．碓質頁岩には，細篠から
中篠サイズのチャート角篠を含む．基質を鏡下で観察すると(Text fig. 6），泥質なマイクロブ
レッチャー構造の泥質岩であることかわかる．今回この岩石中の基質（娃質頁岩）より，後期ジュ
ラ紀（チトニアン）の保存の良好な放散虫化石を得た．これは同時に産出する鳥巣式石灰岩と年代
的に一致する．
９Text fig. 6. Photomicrographs of radiolarian test in siliceousshale.
　　Marker Ｃ＝0.2ｍｍ
　砂岩：おもに粗粒砂岩よりなり，多くは20～50 cm の小ブロックとして存在するか，時に２～
５ｍの大きなものもある．一般に娃質砂岩が多い･
　篠岩：篠種の構成により２つのタイプがある.
　（1）前述した石灰岩の岩体に伴ってあらわれるもので，亜角篠から角篠を呈し，篠径は細篠から
巨篠にいたるものが混在する．環種は，石灰岩，砂岩，碓質頁岩，粗粒砂岩などである.
　（2）チャート篠を単一成分とする．亜円篠から円環を呈し，環はよく淘汰されており，篠径は
0.5～３Ｃｍのものが多い．基質は，青緑色の娃質頁岩である．
　チャート：チャート，ブロックは，一般に小岩体（20～100 Cm）として存在するが，まれに３
～４ｍほどの岩体もある．チャートは，青緑色～灰黒色を呈す層状のものもあるか，まれである．
一般に塊状で，白色ないし灰緑色を呈すものが多い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　産出化石と地質時代
1.上組層の産出化石と地質時代
　上組安場坂付近の岩相図をText fig. 7に示す．今回大型化石及び浮道生有孔虫を産出した岩
相は，すべて黒灰色の層状頁岩で密集して産出する．産出地点の層位学的位置は，上組層の中部層
である．層位的にＵＷＡ－０７が最も下位で，それより約100m上位にUWA―11, UWA―102が
位置する．後者２地点は，ほとんど同じ層準になるものと考えられるが，わずかにUWA―11　が
上位にくる．しかしその間隔は10mをこえない. (Text fig. 10）
　高知大学学術研究報告　第31巻　自然科学
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　各産地の産出化石リストをTable一目こ示す，各地点において，時代決定に有効なイノセラムス
やその他の二枚貝類，所属不明のアンモナイトなど大型化石を発見した．またＵＷＡ－０７におい
ては，イノセラムスと共に保存の良い浮遊生有孔虫が産出する．以下各産地ごと説明する．
Table 1. List of bivalve and planktor!icforaminiferal fossilsfrom the Uwagumi Formation.
FOSSILS
Ｚ
Ｏ
－
トー
<〔
Σ
a:
Ｏ
Ll
－
Σ
⊃
C!）
≪
≧
⊃
か= Inocera･mus　teshioensis　NAGAO　et　MATSUMOTO
Mesosasccella　ｓｐ･
回
１循
⊃
Inocer･amus aff.hobei‘sensis　NAGAO　et MATSUMOTO
Inoceramus sp･
Myrtea(s.l.)･(＼'i＼.ezoensis(NAGAO)
Acanthoceratidae　gen.　et　sp.　indet.
Ｓ
１
４
弛⊃
　Inoceramas ( Mytiloides ？ﾉ　"latus"（ＭＡＮＴＥＬＬ）
　Inoceramus { Mytiloitｺﾞes ？ﾉ　hercynicus( PETRASCHECH
　Inoceramus {Mytiloidesノ　subhercynicus(SEITZ)
　Inoceramus (Mytiloidesノ　iabiatus　ISCHLOTHEIM)
　Inoceramus (Mytitoidesノ　mytUoides（ＭＡＮＴＥＬＬ）
　Inoceramus fMytiloidesﾉ　opalensis(BOSE)
　Inoceramus　い
　Λlucula f Pectinucula) sp. cf. kocねi ens is TASHIRO et.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MATSUDA
　Par･/amussium yubarensis ( YABE et NAGAO ）
　MesosacceKa　ｓpヽ
　Gastropoda
　Gtobigerinetloides　caseyi( BOLLI, LOEBLICH et TAPPAN）
　HedbergeUa　amabilis　( LOEBLICH et ＴＡＰＰＡＮ）
HedbergeUa　cf. delrioensis ( CARSEY)
　M/かiteinella　archaeocr･etacea　PESSAGNO
　Whiteinella　inornata（BOLL目
　Marginotruncaaa ｃ１、canaliculata{ REUSS )
　Marginotruncana　indica（ＪＡＣＯＢ et ＳＡＳＴＲＹ）
　Marginotrancana　marginataいEUSS )
　Heterohefix　cf. moremani ( CUSHMAN )
　Hedbergella　　ptanispira（TAPPAN）
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　　（ＵＷＡ－０７）　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
　本地点で発見したイノセラムスは，１７１０ｃｅｒａｍｕ%（Ｍｙtiloides）ｏｂａｌｃｎsiｓ, /. (M) m-:ｙtiloideｓ，I.
（訂.）ｓｕｈｈｅｒりｎｉｃｕｓ,/. (M.)labiaは5, /. (M.？) henりｎｉｃｕｓ，I.（Ｍ.？）‘7αz?’，.などで
ある. Kauffmanは，属名としてＭｖtiioideｓを用いでい名,が，本邦においては，どの範囲で
Ｍｙtiloideｚの属名を使用したらよいのかまだ確定されていないので，今回はＩｎｏｃｅｒａｍｕsの属名を
用い, Ｍｙtiloide%は亜属名として使用することにした.
　ＫＡＵＦＦＭＡＮ１２）･13）･"',Kauffmanｅt al　＞＊）らは，これ=らのイノセラムスを用い，中部白亜系の
分帯を行なっている(Text fig. 8）.彼らの分帯にしたがえば･，ＵＷＡ－０７では，わずか1.5mの層
厚の中に最下部チュロニアンから中部チュロニアンの下部におよぶ地層が存在することになる．
Text fig. 8. Geological ranges of the inoceramid species.
　　JP: Japan, NA : Northern Alaska, Arctic Canada, CO : California,Oregon, EW : Euramerican
　　System, Western Interior United States, (Kauffman, 1977), EL : Western Interior United
　　States(Kauffman ei?　1976), BT: British (Kauffman, 1976), BB : Bohemian Basin,
　　Czechoslovakia(Kauffman, 1976), JP*:Japan (Noda and Matsumoto, 1975, Inoceramus
　　(Ｍｙliloideｓ)labialiisS.I.).
　一方、Matsumoto and ＮＯＤＡ１０）は北海道産のｌｎｏｃｅｒａｍｕi lahiatｕ％ について、本邦ではチ
ュロニアン下部に限って産出すること、また層序的に若干の変異を示すことについてのべ、広義の
種の概念を適用し、ｌｎｏｃｅｒａｍｕｓ lahiatｕｓとして一括した･
　また本地点より産出したＰａｒりａｍｕｓｓiｕｍ ｙｕhaｒｅｎｓｅ、Ｎｕｃｕla（Ｐｅｃtiれｕｃｕla)sp. cf、feochie-
ｎｓiｓ、Ｍｅｓｏｓａｃｃｅｌｌａｓｐ｡なども上部白亜系に広く分布する二枚貝である。
15
　これら大型化石を含む頁岩を３％のフツ酸で18時間～24時間ほど処理したところ，保存の良い浮
遊生有孔虫，底生有孔虫を検出することかできた．このうち浮遊生有孔虫について東北大学の高柳
洋吉教授に鑑定していただいたところ，浮道生有孔虫の産出層準はチュロニアソに相当することが
判明し，大型化石と一致した(高柳７)，Ｔｅｘt fig. 9).
Alb Conomanian Turonian Coniacian Ｓ．
ruRorcAN STAcrs ／一一一／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　SPECIES
N.AMnRICAN STACrS
Text fig. 9. Distribution of the Uwagumi planktonic foraminiferal species in
　　Northern California (CL), Gulf Coastal Plain (GO, and Hokkaido (ＨＫ).
　　　　Alb.:Albian, S.:Santonian, Washit.:Washitan, W.:Woodbian.
　　　　(after Takayanagi 1980)
　　(UWA-102, UWA-11)
　UWA―102では，Ｉｎｏｃｅｒｍｕｓ ｄ . ｈｏｂｅtｓｅｎｓiｓを産出し，本産地が中部チュロニアンの可能性が
あることを示している. UWA―11では，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓtｅsｈｉｏｅｎｓiｓを｀産出し，時代的に上部チュロ
ニアンであることを示している．．
　またＵＷＡ－１１の産地近くの甲藤次郎教授採集４）（1961）のイノセラムス標本中には，Ｉｎｏｃｅｒａｍｗｓ
ｍｉｈｏｅｎstsと思われるものが存在する．従って少なくとも，この上組層の化石産地付近は，上記と
あわせて考えれば，チュロニアン最下部からコニアシアンまで存在すると考えてよく，さらにこの
層準の上位にまだかなりの量の堆積物があることより，上組層は，セノマニアン上部からコニアシ
アン上部まで存在するものと思われる. (Text fig. 10）
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Text Fig. 10. Schimatic columnar section of the “Doganaro” and Uwagumi Formations.
　　　1. bedded shale or alternation of shale and siltstone, 2. massive shale (tuffaceous shale),
　　　3. slumped shale, 4. alternation of sandstone and shale rich in･sandstone。5. sandstone,
　　　6. slumping and sliding deposits including huge blocks. 7. limestone, 8. siliceous shale,
　　　9. conglomerate, 10. conglomerate (breccia), 11. fault, 12.･みz。ε。Γmnuslocality by Katto.
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　最近大和犬峯研究グループ17）は，三宝山地域の中生界の研究をおこない，四万十帯の地質につい
て筆者らの得たデーターとは異なった見解を報告している.
　すなわち，“三宝山層とその南側の岩鍋層（下部白亜系）とは堆積接触関係である”とし，筆者ら
の上組層は岩鍋層の一部として取りあつかっている．また同グループの見解によると，前期白亜紀
の放散虫を得た層準は岩鍋層の最上部であり，岩鍋層中下部付近（今回，イノセラムスその他二枚
貝化石，浮遊生有孔虫を産出した層準）は，さらに古い時代を示すことになる．
　この見解応対し，筆者らの生層序学的データーに基づく上組層は，最下部チュロニアンからコニ
アシアンにかけて堆積した北方上位の地層であるので，下部白亜系とされた岩鍋層は，おそらく上
組層とは異なる地層であり，三宝山層の一部であるか，もしくは，上組層とは異質の四万十帯白亜
系であると思われる．
2.堂ヶ奈路相当層の産出化石と地質時代
　今回の調査では，堂ケ奈路相当層の時代を決定するような化石の産出はみることができなかっ
　た．　甲藤９）は，堂ヶ奈路層の模式地である堂ヶ奈路付近の岩相層序を，頁岩勝.ち砂岩頁岩互層
のＡ部層，課岩，石灰岩塊を爽む頁岩勝ち互層をＢ部層，黒色頁岩優勢でやや上方で砂岩勝ちにな
るＣ部層の３部層に区分した.･本地域の岩相を模式地と対比させると，本地域の下部層に相当する
のが，Ａ部層，巾部層と上部層がＢ部層に相当するものと考え･られる．本地域では，石灰岩塊を含
む上部層（模式地ではＢ部層上半部相当）の上位は，断層で切られているため，Ｃ部層相当層が欠
如したものと考えられる．本地域からは，大型化石の産出はみないが，複式地のＡ部層からＢ部層
にかけて，ネオコミアン上部からアプチアン（アルビン？）に相当する大型化石の報告がある.
　（甲藤・田代18），ＨＡＹＡＭｌ and ＫＡｗＡＺＡＷＡ１９），田代・高橋・甲藤２ｏ），）
　今回，堂ケ奈路層の上部層中のオリストリスの１つである含チャート篠娃質頁岩より保存のきわ
めて良好な放散虫化石群を発見した．放散虫による生層序学的対比によれば，その地質時代は後期
ジュラ紀で，放散虫の代表種は, Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃりｏｍｉtｒａｒｉｅｉｄａ，Ｈｓｕｉｔｍ ７７!ａエ功elli，Ｐａｎ，ｉｃｉｎｇtｄａ
sp. cf. p.ｍａｓhiほｅｎｓiｓ，Mi元和ｓｉtｓ ｍｅｄｉｏｄｉｌａtａはs. El£ｃ，
　この時代を示す地層としては，秩父帯の鳥巣層群があげられる．本層に混在する石灰岩塊が同じ
鳥巣式石灰岩を主とすることも考え合わせると興味深い．また最近，三宝山帯からもジュラ紀型放
散虫群の報告か相ついでいる．今後の問題として，それらとの関連も考えなければならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
　l）高知県香美郡香我美町付近の仏像構造線以南に分布する四万十帯北帯の白亜系のうち，堂ケ
奈路相当層と上結層について，その層序学的研究を記述した.
　2）堂ケ奈路相当層は，岩相や石灰岩ブロックの産状などから判断して，模式地の堂ケ奈路層の
Ａ－Ｂ部層に対比される.
　3）堂ケ奈路相当層上部層中にブロック状に含まれる含チャート篠娃質頁岩より，保存の良好な
後期ジュラ紀の放散虫群を得た.
　4）上組層は，砂岩および砂岩勝ち砂岩頁岩互層の下部層と，シルト砂頁岩互層および泥岩を主
体とする中部層と，砂岩および砂岩頁岩のおおまかな互層の上部層に３分される･
　5）上組層中部層からは，イノセラムス他二枚貝，浮遊生有孔虫化石を産し，その時代は前期チ
ュロニアンからコニアシアンを示す．よって上組層の時代は，セノマニアンからサントニアンにお
よぶ可能性がある．
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　付　録
　　　堂ケ奈路相当層の異地性岩体から産出した後期ジュラ紀放散虫化石
　　　　　　　　　　　　　　青　　木　　隆．弘
Appendex
　　　On the Late Jurassic radiolorian fossils from the“olistolith･block”
　　　　　　　　　　　　　of the“Doganaro" Formation.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TakahiroAOKI
　検出した放散虫群は, SpumellinaにくらべNassellina i)<圧倒的に多い群集で，数種をのぞき１
種あたりの個体数は多い．放散虫群は，つぎのようなものか識別された(Teble 2）.
Table 2. List of radiolarian fossilsfrom siliceous shale (block) of the
　“Doganaro” Formation, a : abundant, ｃ:common, f: few, r: rare.
Spumellariina亜目
　　Tritrabs sp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　Paronaella Ｓｐ、c1、Ｐ、koほΓ■aBAUMGARTNER ．‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ｆ
　　Orbiculiforma safeaiiMIZUTANI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ
　　O rbiculiforma sp. indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
Nassellariina亜目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　Archaeodiclyomiira rigida Pessagno　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c-a
　　krchaeodiclyomitra SP. A　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　‥‥‥‥‥C-a
　　j.･.,A。｡.､j,'.り､,.､｡､｡,｀f｡.、crtn r-a
ＨＳｔ£:Umｍａ､TUitdliPessagno　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　ａ
μｅ｡,｡,｡､。ｅｒ、Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
Parut･c伍即la sp. ｃ1、Ｐ、mashttaensis MIZUTANI ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥f
P/rr-｡tiW*!rr^iiIfer＼　inHot　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ，ヽ
Ｍ滅和sus mediodilaialut(Rust)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ
Pieudodicりomilra okamuraiMIZUTANI ，，;‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ｒ
Thanarla Ｓｐ、ｃ1、Ｔ、contca（ＡＬＩＶＥ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ
Xitu∫ｓｐ●Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ
Xiius Sp●indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f-c
Kucyrtidii£ｍ（？）1)りＣｈふmRIEDEL et SANFILIPPO‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥f-c
Spongocapia sp. indet.　　　　　　　　　　　　　　｀’　　　　　　　r
Prnﾀﾞ｡ｊ｡｡｡,｡､｡。。ｎ　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ
Sethoca{>sa sp. C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a
Selhocapsasp● D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
Sethocapsa sp. indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f-c
"Tricolocapsa ｓｐ、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
Tricolocafcsa sp● indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
Williriedellum carpalhicum DUMITRICA ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥c
WillirtedeJJum so. indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
ZhamoideUum ｏりum DUMITRICA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f-c
Xhamoidellum ･venlricosumＤＵＭＩＴＲＩＣＡ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．　f-c
Zhamoidellum sp. A　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　r
Gongylothorax sp. indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
Sりloca夕sa ohlongula KOCHER　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
SりZ｡。戸s'z (?) sp. indet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
Cryptocephalic or Crypto thoracic Nassellaria gen. et sp. indet ‥‥‥‥‥c
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　Ｔｒitｒab･ssp. (PI. 1, Figs. 1,2)･
　本種は破片としてしか見いだすことがでぎないが，本群集の中で普偏的に存在する．
　三本の腕は，平行の強いridgeが6つ発達しており, ridgeとridgeの間には，二列の三角形
をした穴がみられ･る．これらの特徴は，Ｔｒitｒabｓ属の特徴をよくあらわしている．
　Ｐａｒｏｎａｅｌｌａsp.,cf. p.feotｕΓ■aBAUMGARTNER
　　　　(PI. 1, Fig. 4)
　腕は円筒形で，腕の先端部は, spineはなく，平担なダ円体をしている．腕のmeshworkは，
たいへん細かく，不規則である．Ｐ. 　kotｕｒａBAUMGA良ＴＮＥ良に似るが，腕の穴の配列が，Ｐ.
秘扨たz BAUMGARTfJERでは，わずかに線状にならぶように見え，穴もやや大きめで円状ないし
ダ円形をしている点でやや異なる．しかし，本図では，腕の先端部の細かいスポンジ状のray tip
が平板状1と広がうている点で，Ｐ, 　kotｕｒｄＢａUMGARTNERの特徴をそなえている．また，他の
Ｐａｒｏｎａｅｌｌａとは，先端部のspineかないことから区別できる．
　０,･hicｕlifoｒｍａ　ｓａｋａｉｉMIZUTANI
　　　　(PI. 1, Fig. 7)
　殻は，わずかにふくらみのある円盤状をしている．殼の中央には，小さくて浅いえくぼ状のくぽ
みがある．殼のmeshworkは粗く，不規則でスポンジ状を呈す．ただしMIZUTANI (1981)の
Holotype Ｏ. ｓakaiiより小型で径112μである．
　Ａｒｃｈａｅｏｄｉむりｏｍｉtｒａｒigidａ PESSAGNO
　　　　(PI. 1, Fig. 10, PI. 4, Fig. 1, PI.5, Figs. 7a, 7b)
　殼は，円錐形でややふくらんでいる. costaeは，たいへん密で片側側面のみで14本を数える･
costaeはpostabdorhinal chamber に対して平行にならび，先端部で収れんする．　最後のPosta-
bdominal chamber は，幅がせばまり円筒形になる，穴は, segmentに平行に規則的にならび，
円形ないしダ円形をしている．これらの特徴は，Ａず･ｃｈｅｏｄｉｃりｏｍｉtｒａｒｉｆｆｉｄａPessagnoの特徴に
一致する．
　Ａt･ｃｈａｅｏｄｉｃりomilｒａＳＰ.Ａ
　　　　(PI. 1, Figs. 8？, 9, PI. 5, Figs, la, lb)
　殼は，長く円筒形を示す. cephalisは，円錐形で, costaeは収れんする. costaeの数は，Ａ.
ｒigidａよりさらに多く片側々面で19本と多い．また, costaeの横断面は, cephalis付近ではまる
みをおびた山形をしているか, postabdominal chamber に向かうにしたがい，鋭い山形に変化す
る. postabdominal chambeトは，４番目のjointくらいからくびれをもっようになる．穴は，
postabdofninal chamber でjointの両側に一例にならぶ(ただしPI. 1, Fig. 8ではよくみえな
い)．穴の形状社，円形からダ円形を示す．
　穴の配列やsegementがややくびれる点などﾉ)ｓｅｕｄｏｄｉｃりomilｒａ　IS,の特徴に近いが, costaeが
最後のpostabdominal chamber まで強くのびているのでＡｒｃｈａｅｏｄｉｃtｙｏｍｉtｒａ　Ｒとした‥
　Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃりomilｒａsp. B
　　　　(PI. 1, Figs. 11, 12, PI. 5, Figs. 4a, 4b, 8)
　殼は紡錘形で, segmentのくびれはない．基底部は, apertureがある. costaeは片側で12～13
本で, costaeの両側には不規則な穴か一列ならんでいる．殼は５つのsegmentからなり，４番目
か１番大きい. (PI. 5, Figs. 4b, 8).　Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃtｙｏｍｉtｒａｌａｃｒimｕla(ＦＯＲＥＭＡＮ)(ＦＯＲＥ-
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MAN, 1973, p. 614, pl. 2G, figs. 5, 6., pi. 6, fig. 1)に似るが，本種は，Ａ. ｌａｃｒｉｍｉｄａ
　(Foreman)にくらべ, apertureが広く（Ａ．ｌａｃｒimｕla(Foreman)では殼は完全な紡錘形を
している), costaeの数も多く，さらにcostaeが最後のpostabdomihal chamber 付近で消滅す
る点など異なる点がある．しかし，これらの特徴は，Ａ?laeodictyomitΓα属と一致する．
　Ｕsｕｕｍ ｍａれむｅｍ？ESSAGNO
　　　　(PI. 1, Figs. 13―17, PI. 5, Fig. 2)　　　　　　　　・.
　木種は，本放散虫化石群の中できわめて多産する種の１つである．
　殼は, costaeに特微かあり不連続で枝分れする．またそれは.中央部がややふくらんだnode
を形成する. costaeの間には２列の穴が配列している. homeは短かく，特にPl.l, Fig. 15に
よく観察される．本種は，Hiｕｕｖｉ ｍａエｘｕｅｌｌｉPESSAGNO (PESSAGNO, 1977a, p. 81, pi. 7,
figs. 14―16, ｐ. 82, pi. 8, figs. 1, 2,.水谷, 1981, P. 176, pl. 58, fig. 5)と同定される．
　Ｈｓｕｕｍsp . Ａ
　　　　(PI. 1. Fig. 17, PI. 4, Fig. 3, PI. 5, Fig. 2)一
　木種は，Ｈ％ｕｕｎｉｍａｘｖｏｅｌｌｉPessagno にくらべcostaeの連続性かよく枝わかれする程度で，
nodeの発達は悪い. costaeとcostaeの間には１列～２列のporeが配列する．
　Ｐａｒｖｉｃｉｎｅｕla　ｓｐ.cf. p.・ashitaensis MIZUTANI
　　　　(PI. 2, Figs. 1, 2)
　殻は，円錘形で, cephalisはまるみをおびてなめらかで．不規則に穴が配列する. postabdo-
minal chamber からの穴の配列は，一定で３列になっている. chamberのまわりのridge周辺
のふちにある外側２列の穴は，中央の穴にくらべはるかに大きい. PI. 2, Fig. 2にみられるよう
に，強く外殻が溶脱された個体は, ridgeの近くの穴はダ円形を，また中央の穴は，タテ長のダ円
形を示している･
　木種は，外形および穴の配列および形態が，Ｐ. ｍａｓhitａｅｎｓiｓM ZUTANI （水谷, 1981, P.176,
pi. 57, fig. 7； p1. 58, figs. 1, 2； pi. 61, fig. 7)に最も似ている･
　木種と同様のporeパターンを有するものに, p. hsぶPessagno (Pessagno, 1977 a，ｐ.
85, figs. 15, 16; p1. 9, figs. 1―5), P.ｂｏｅｓii(Parona) (Baumgartner el?.. 1980, p.
58, pl. 5, fig. 15; p1. 6, fig. 8)などあるが，外形かやや異なる．
　ＰｉｅｕｄｏｄｉｃりｏｍｉtｒａｋａｍｕｒａｉMIZUTANI　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i(pi. 2, Fig. 10)
　殼は，やや背の高い円錘形で，ほぽ同じ幅をもっ９～１０のsegmentにわかれる. cephalisの表
面はなめらかで，不規則に配列した小さなporeがある. joint上には，それぞれよくふくらんだ
nodeが発達しているので, costaeは不迪続にみえる．このcostaeのnodeのproximal sideに
は，小さく不規則に並ぶporeが，一方, distalside には，2個のより大きなporeが規則的に配
列する･
　以上の諸特徴は，瓦　okami?MiZUTANI (水谷,1981, P. 178, pl. 60, figs. 3―5)と一
致する．
　XUus sp. Ａ (PI. 2, Fig. 6)　　　　　　　　　，
　殼は背か低く（？), cephalisには，短かいhornがある. cephalisはなめらかでporeはな
い･postabdominal chamber のaperture　は大きい，ｘiはｓ gifｕｅｎｓiｓＭＩＺＵＴＡＮＩ（水谷,1981,
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p. 180, pi. 59, fig. 1―4)にくらべ, nodeの発達は悪く, cross-barの長さはなかい．
　Ｓｅtｈｏｃａｂｓａsp. C
　　　CPl. 3, Figs. 4, 5, PI. 5, Fig. 14)
　殻は４つのsegmentよりなり，短かいapical horn をもつ, thoraxはabdomenより大きい.
cephalisにはporeはなく, thoraxよりporeは規則的にならび，そのframeは六角形を示す.
PI. 5, Fig. 14ではpostabdominalは対角線状のspineがみられる．
　Ｓｅｌｈｏｃａｐｓａｓｐ.D (PI. 3, Fig. 6)
　殼は，明瞭な４つのsegmentよりなる. cephalis thorax は半球状で, postabdomenは球形に
近い．表面のporeは，Ｓｅtｈｏｃａｂｓａ sp. Cにくらべてたいへん小さく, cephalisをのぞくすべて
のsegmentにnodeが発達する. apertureは径18～20ミクロンを示す．
　Ｅ.ｔｕ：ｙｒtidiｕｍ（？)ptyctum RIEDEL et Sanfilippo
　　　　（Ｐに3, Figs. 1―3 PI. 4, Fig. 10)
　殼は，小さく（高さ108ミクロン, abdomenの幅86ミクロン, pi. 3, Fig. 1による），３つの
segmentsからなる. cephalisはなめらかで半球状で，短いapical horn を有する. thorax.の表
面は，規則的な小さなnodeとcavityのくり返しからなり, abdomenとの境界付近では，１列
の円形ないしダ円形のporeがみられる. abdomenは最も大きく，明瞭なcostaeを持ち，その
数は16である. (PI. 4, Fig. 10).この基底付近には１列ないし２列の小さなporeが存在する．
　本種は，Ｅｕc
1974, p. 778, pi. 12, fig. 14, pi. 5, fig. 7;　PESSAGNO, 1977　a, p. 94, pl. 12, fig.
7； Baumgartner, Wever and KOCHER, 1980, p. 53, pl. 3, fig. 13 ； 水谷1981, p. 182,
pi. 64, figs, la, b, 2)に同定される．
　ＺｈａｍｏｉｄｅｌｌｕｍｏｖｕｍDUMITRICA
　　　　(PI. 3, Figs. 8, 10？, PI. 5, Figs. 13, 17a, 17b,)
　殼はややふくらんだタマゴ形で殼壁は厚い. cephalisはなめらかでporeはない. cephalisの
下部は, thoraxの厚い殼壁でおおわれてjointは，わずかに見える程度である. thoraxの下部は
abdomenの中に入りこむ. abdomenは球状ないしタマゴ形をし，殻壁は厚い（30・ヽ-35ミクロン）.
thoraxからabdomenにかけて，多角形をしたえくぽ状のくぽみに円形をしたporeが存在する.
poreはdistal side に向うにつれて大きくなる. apertureは存在しない．
　これらの特徴は，ＴｉｈａｍｏｉｄｅｌｌｕｍＯＶＵＶｌDUMITRICA (DUMITRICA, 1970, p. 79, pi. 9, figs.
52a, 52b, 53, 54)に一致する．ただし，木種のサイズ（３個）は，殻の高さ:144―180ミクロン，
殼の幅:114―167ミクロンで, DUMITRIOAが記載したものより大きいサイズのものが含まれる．
　Ｚｈａｍｏｉｄｅｌｌｕｍｖｅｎtｒi･cosum DUMITRICA
　　　　CPl. 5, Figs. 15a, 15b)
　殼は大きく３つのsegmentよりなる. cephalisは球形でporeはない. thoraxはつり鐘形で
下部はわずかにabdomenに入りこむ. abdomenは大きく，半球状で上部はわずかに平らになっ
ている．多角形をしたpore frameにまるいporeが存在する. apertureは存在しない．殻の高
さ:166ミクロン，殼の幅:151ミクロンである．
　木理は，Ｘｈａｍｏｉｄｅｌｌｕｍりｅｎtｒｉｃｏｓｕｍ　DUMITRICA (DUMITRICA, 1970, p. 79, pl. 9, figS.
55a, 55b)と同定される．
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　Ｚｈａｍｏｉｄｅｌｌμｍｓｐ.Ａ
　　　　(PI. 3, Fig. 7)
　殻は３つのsegmentよりなる. cephalisは球形でporeはない. thoraxはcephalisとほぽ同
じくらいの高さ（25ミクロン）で，円形をしたporeがある. abdomenはわずかにelongateさ
れ，円形ないし亜円形をした大きなporeが存在する．殼の高さ:158ミクロン，殼の幅118ミクロ
ンである．
　WI･lliｒiedellｕｍｃａｒｐａthicｕｍDUMITRICA
　　　　(PI. 4, Figs. 15a, 15b, PI. 5, Figs. 5a, 5b, IF, 12a, 12b)'
　殼は３つのsegmentからなる. cephalisは，なめらかでporeはない. thoraxは，小さなま
るいporeがあり, thoraxの下半部は, abdomenの中に入りこんでいる. abdomenは，ほぽ球
形でthoraxのporeよりも大きなporeが配列する．殼壁は薄く10～15ミクロンである. ape-
rtureは，短かいチューブ状で，その大きさは35ミクロンほどである．
　これらの特徴は,　Williｒiedellｕｍ, ｃａｒpathicｗｎDUMITRICA (DUMITRICA, 1970, p. 70, PI. 9,
figs. 56a, 56b, 57―59, pi. 10, fig. 61)と一致する．
　Ｔｒｉｃｏｌｏｃａt〉ｓａsp. A
　　　　(PI. 3, Fig. 9, PI. 4, Figs. 12, 17)
　殼はほぽ紡錐形で，殼の表面にjointは見えない. costaeは殻の一番ふくらんだ部分でたてに
ならぶが，枝わかれしたり，えくぼ状のくぼみをつく,つたりし（特に殼の前方と後方）不規則にな
る･poreはこのcostaeにそって１列または１個配列する．
　Ｐｒ∂!unuma sp. A
　　　　(PI. 4, Figs. 9a, 9b)　　　　　　　　　　　　　　　　∧
　殼は紡錐形で，強いcostaeが片側で４～５ある‥本図ではcepha!iSは欠徐している.　costae
とcostaeの間には３～４列の円形をした小さなpore･がたて|と規則的にならぷ，Ｐ，fｔｔｓifoｒmis
ICHIKAWA et ＹＡＯ（ＩＣＨＩＫＡＷＡand YAO, 1976, p. 116, pl. 2, figs, la, lb, 2, 3a, 3b)に似
るが，Ｐ，和好ｏｒmiｓの方がより大きく，より紡錘形で, costaeが片側で７～９あり, aperture
が円錐形をしている点で異なる．
　Ｔｈａｎａｒlaｓｐ.cf. T. conica (ALtEv)　　　　　　　　　　　･.
　　　　(PI. 4, Fig. 5)
　殼はconicalで, costaeは片側で１１ある. costaeの間には横にelongate　されたporeが一列
にならぶ．最後のpostabdominal chamber でtermin叫’ｆｅｅt壱形成している．
　Miｒi／ｗｓｕｓｍｅｄｉｏｄｉｌａtａtｕ％(ROST)
　　　　(PI. 4, Fig. 8)
　標本は，破片にすぎないか，殼壁をつくるpore frameはよく保存されている. circumferentical
ridgeの間にみられるpore frame によってつくられるp吋ｅの形状は，三角形というよりは五角
形に近く，２列にならんでいる．
　木種は，Ｍ，ｍｅｄｉｏｄｉｌａtａtｕｓに同定される．
Slｙｌｏｃａt〉>saｏｂｌｏｎｇｕｌａKOCHER
　　(PI. 4, Fig. 14)
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　殼は，ダ円体に近く．外形,から判断すると，２つのsegme･恥．よりなり，丸く細長いapical
hornを有する. c.ephalisは小ざく（高さ23ミクロン), thoraxとの境界は明瞭でない. thoraきは
大きく（高さ110ミクロン，幅96ミクロン），殼はうすい．表面には，規則的に/J紬亥卯（J.ｅが発滴
し，そのnodeをとりまく４～５個のporeが分布する. thoraxのdistal sideに4も　8～9ミク
ロンの' apertureがある．
　本種は，ＳりｌｏｃａｂｓａｏｂｌｏｎｇｉｌａCKqche尽)(Baumc
p. 62, pi. 6, fig. 1)に同定される．
　放散虫群の年代
　上述の種構成からなる放散虫群の層位学的位置を検討するに当って，連続した化石層序の判明し
ているカリフォルニア，ヨーロッパ，そしてＤＳＤＰの資料を用いた．参照した資料は，カリフォ
ルニアはＰＥＳＳＡＧＮＯ２１ﾉ，ヨーロッパは　ＢＡＵＭＧＡＲＴＮＥＲ２２），ＢＡＵＭＧＡＲＴＮＥＲ，ＷＥＶＥＲ and
ＫＯＣＨＥＲ２３），ＤＳＤＰは，インド洋のLeg 26 をおこなったRIEDEL and ＳＡＮＦＩＬＩＰＰ０２４）大西洋
のLeg 41 をおこなったＦＯＲＥＭＡＮ２５）である．
　上述した放散虫群には，これらの地域で報告したものと近縁もしくは共通種がある．
　特に時代決定に有効なrangeのわかっている種について, Text fig. 11に示した．この中で，
Ｐａｒｕｉｃｉｎｇｕla　ｓp.cf. p.ｍａｓhilaenｓiｓは, Baumgartnee ・１?２３）のｐ.　ｂｏｅｓitＲＴoup, Pess-
ＡＧＮＯ２１）のＰ，hｓｕi, RIEDEL and ＳＡＮＦＩＬＩＰＰＯ２４）のＰ，ｂｏｅｓii，ＦＯＲＥＭＡＮ２５）の£）iCりoiTiitｒａ
ｈｏｅsiiと広義の意味での同種(Synonym)として取りあつかった. BAUMGARTrヽslEE et?23）は
　　　　　　　　Age
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Text fig. 11. List and ranges of radiolarians from siliceous shale (block) of the “Dogar!ε!「９”
　　Formation.
　　　B1: Baumgartner 1980, B2 : Baumgartner, Wever and KOCHER 1980,
　　　Ｐ : Pessacno 1977a, Ｆ : Foreman 1978, Ｒ.S:即EDE!:. and S八ＮヽFIしIPPO 1974.‘
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ＰＥＳＳＡＧＮ０２１）の定義したＭ?
考えており本論においてもこの考えを支持し，従ってＭ.　bailりiのＰＥＳＳＡＧＮ０２１）のrangeを
Ｍパのrangeとして使用した.
　まず，ＰＥＳＳＡＧＮ０２１）のCoast Ranges でおこなった放散虫の分帯に対比するとText fig. 11
に示したように，Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃりｏｍｉtｒａ　ｒｔｇｉｄａ，Ｈｓｕｕｍ ■ｍａｘｘｕelli，Ｐａ。ｉｃｉｎｇｕla ｓｐ.cf.
p.
ｍａｓhttａｅれsis (≒ｐ.　hsMi）， Miｒifｕｓｕｓ ｍｅｄｉｏｄｉｌａtａはｓ，Ｅｗｃ＾iｒtidｔＭＴｎ.（？）j）りＣはｍ．が共通す
る．これらの種によって判断すると，本放散虫群は，ＰＥＳＳＡＧＮ０２１）のMfｒφ.isus bailりf Subzorie
(Subzone ２Ｂ）にきわめて類似した放散虫群である．対比される地質時代は，前期チトニアンであ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　．
　さらに，ＢＡＵＭＧＡＲＴＮＥＲ２２），ＢＡＵＭＧＡＲＴＮＥＲ Ｅｚ?．２３）がヨーロッパ各地でおこなった後期ジ
ュラ紀の放散虫群集と対比すると，ＰＥＳＳＡＧＮ０２１）および水谷26）が述べるよう＼Ｃ,
Miｒifｕｓｕｓ　ｇｕａ-
ｄａｌｕｐｅｎ％ｈかＭ，ｍｅｄｉｏｄｉｌａはtｕｓと共存しないものとすると，Ｍ.　Ｔｔiedi。dii ａtａtｕsを含む本群
は，共存する３種：Ｐａｒりicinｗla sp. cf. p.･ｍａshiはｅｎｓiｓ　(Ｐ .　ｂｏｅｓiigで■oup),Ｅｕｃ＼iｒＵｄｉｕｍ（？）
j〉tｙｃtｕｍ. Ｆａｒｏｎａｅｌｌａｓｐ. cf. p.kotｕｒａ，によっ七，‘その時代はヂトニアンになる．
　一方, RIEDEL and ＳＡＮＦＩＬＩＰＰ０２４）が報告したＬｅｇ．２６，ＦＯＲＥＭＡＮ２５）が報告したLeg. 41
の放散虫と共通種をひろいだすと，ＰａｒｕｉｃｉｎｇｕJa ｓｐ. ｄごＰ.　ｍａshilaenｓis，Miｒifｕsｕｓ ｍｅｄｉｏｄｉｌａ-
tａtｕｓ，Ｋｕｃｙｒtidiｕｍ（？）1)りｄｕｍ.の３種である. Text f4. 10に示した上述の３種のrange
は, RIEDEL ａｎｄ.ＳＡＮＦＩＬＩＰＰ０２４）のText fig. 1 (Pレ777），i=７０ＲＥＭＡＮ２５）のTable 1 (p. 740
のoccurrence list に基づくものであるが，この２つの資料では詳しい時代的(Stage単位）位置
がわからない．そこでその位置を設定するために, BAUMGARTNER et al^^'>らのTable ３ａ（ｐ.
40）の各地域の放散虫群集の分帯の対比表を用いた，この結果，これら３種が共存する地質時代
は，後期ジュラ紀（キンメリシアン～チトニアン）となる．
　以上のことより，本放散虫群は，チトニアンあるいはキンメリシアン～チトニアンの群集とみな
すことができる．　　　　　　　　　　　　　　　丿
　しかし本放散虫群には，上述した時代からはずれるものも含まれる．古い時代を示す種では，
BAUM GARTNERｅt aI23）らがはじめて記載したＳりｌｏｃａｂｓａ　ｏｂｌｏｎｇｕlaは，前期オックスフォー
ディアンで消滅する．さらにＤＵＭＩＴＲＩＣＡ２７）がル･－マニアのJaspers Beds より報告したWilli-
ｒｉｅｄぶｕｍ. ｃａｒpaihicｕｍ， Ｚｈａｍｏｉｄｅｌｌｕｍｖｅｎtｒicisｕｍ。Ｚ.　ｏｖｕｍ　の３種は，カロビアンよりオッ
クスフォーディアンとされている．新しい時代を示す種では, Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃりｏｍｉtｒａsp, Aは，
ＦＯＲＥＭＡＮ２８）･２９）が前期白亜紀より報告したＡ．ｌａｃｒimｕla　に酷似する．Ｔ九回αΓla sp. cf. T.
ｃｏｎｉｃａはにＰＥＳＳＡＧＮ０３０）がカリフォルニアのバラソギュアンより報告したものに似る．
　つぎに，本邦における放散虫群集との対比について述べる．
　中部地方内帯の飛騨金山の馬瀬川層より水谷26）にようて報告された後期ジュラ紀の放散虫群集，
すなわち何所fusus bailりf群集は，今回筆者らが得た群集ときわめて類似した構成種より成る．
共通種をあげるとl Oｒbicｕｒｉｆｏｒｍａ ｓakaii ， Ｈｓｕｕｍ ｍａエ功elli，Ｐ ａｒｖｉｃｉｎｇｕｌａＳＰ.cf. p.ｍａshit-
ａｅれsis,Ｍtｒifｕｓｕｓ ｍｅｄｉｏｄｉｌａ,tａはｓ（Ｍ. baiJり'0,Ｐｓｅｔtｄｏｄｉｃりｏｒniiｒａ ｏｋａｍｕｒai，Kiｔｃｙｒtidiｕｍ
（？）pりＣｌＵＴＯ..などである．水谷26）は，馬瀬川層より産出した放散虫群集をＰＥＳＳＡＧＮ０２１），ＦＯＲＥ-
MAN25>, BAUMGARTNERｅt al23）等の研究と比較し，その時代をチトニアンないしキンメリシア
ン～チトニアンとした．さらに水谷は，これとは独立に同位体年代の測定も試み生層序学的年代と
矛盾しないことを述べている．　　　　　　　　　　　１’　　　　　　，　　　　　　　１
　最近，三宝山帯における中～後期ジュラ紀の放散虫の報告かあいついでいる（平ら31)相田32)
大和犬峯研究グループ17））.特に，本調査地域の北縁にあたる三宝山層群を調査した大和犬峯研究
2ろ
グループは，三宝山層群の泥岩および酸性凝灰岩より後期ジュラ紀の放散虫を報告している．残念
ながらこれにはプレートが載っていないのではっきりした種の検討はできないか，彼らの産出リス
ト（第10表, p. 78)から判断すると，多くの共通種を持っているように見える．特にCryptoce-
phalic and Cryptothoracic Nassellaria の種属が多産する点などはきわめて類似した種構成よりな
る．同グループは，この群集を，松岡，八尾23）が設定したＧｏｎＳｙloihoｒａエsp. C-Ｓtｉｃｈｏｃａt＞ｓａｓ９，
Ｃ群集と対比し，その時代を後期ジュラ紀（オックスフォーデイアンーキンメリシアン）としてい
る．　この群集と前述の水谷26）のMiｒｔfｕｓＭＳ ｂａｉｌｅｙi群集との厳密な意味での新旧関係はわからない
が，おたがいに共通種を持っているので，ほぼ同時代の群集の可能性かある.
　以上のように，今回得た放散虫群は，世界各地のチトニアンないし，キンメリシアン～チトニア
ッの放散虫群集と共通種が多く，本邦における後期ジュラ紀の代表的な放散虫群とみなせるであろ
う．
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Fxplanation of Plate l.
A11 figures are scanning electron micrographs of Upper Jurassic
Radiolaria from ＵＷＡ-01、
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ＴｒilｒabｓSp、
gen. et sp. indet
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Explanation of Plate 2.
A11 figures are scanning electron micrographs of Upper Jurassic
Radiolaria from UWA―01.
P ａｒｕｉｃｉｎｇｕla ｓｐ,cf. P
Ｐａｒｖiciれgitla sｏ. cf. /），
Parvicingula sp. indet.
mａshitａｅｎｓiｓMiZUTANI
ｊｎａｓiiitａｅｎｓiｓMiZUTANI
P ａｒｕici7igｕla(?) sp. indet.
XiLus sp. indet.
Xilus sp. Ａ
Theoperid gen. et. sp. indet. ’
Theoperid gen. et sp. indet.
Theoperid gen. et sp. indet.
Ｐｓｅ･iｔｄｏｄｉｃｉｙｏｒnitｒａ.　ｏｋａ?ｎｕｒai　Ｍ＼ＺUTAN7
Theoperid gen. et sp. indet.
Theoperid gen. et sp. indet.
Theoperid gen. et sp. indet.
Theoperid gen. et sp. indet.
　Marker Ａ， B = 0. 1 mm
Marker Ａ: 9.
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Plate 2
Explanation of Plate 5.
All figures are scanning eleclron micrographs of Upper Jurassic
Radiolaria from UWA―01.
Fig. 1. tLucyrtidii､m (?) />りclurn R】ED EL et Sanfilippo
　　　　　　　　Lateral view
Fig、2.　Eitｃｙｒlidｕim（？) ptyctwm RIEDEL et Sanfilippo
　　　　　　　　Upper side view
Fig. 3.Ｈｕｃｙｒiidiｕｒｎ（？）やり･ご加田RlEDEL et Sanfilippo
　　　　　　　　Lower side view
Fig. 4- Selhoca戸sa sp. Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
Fig. 5. Selh。capsa sp. Ｃ
Fig. 6. Sel-h。ａかａ sp. D
Fig. 7. Zｈａｍｏｉｄｅｌｌｕｒｎｓｐ、A
Fig. 8. Zｈａｒｎｏｉｄｅｌｌｕｍｏｖ｡ｉｍDUMITRICA・
Ｆ４、9、Ｔｒｉｃｏｌｏｃａｐｉａsp. Ａ
Fig. 10. Zhamoidplliiｒｎ ｏｌμｉｎｉDUMITRICA
Fig. 11. Selh・ａｚかasp. indet.
Fig. 12、Selhocapｓａ sp. indet.
Fig. 13. S､μhocaかな sp.　indet.
　Marker Ａ， B = 0. 1 mm
Marker Ａ: 1, 2, 3, 9, 11, 12, 13
Marker Ｂ: 4, 5, 6, 7, 8, 10-
Plate 3
Explanation of Plate 4.
All figures are scanning electron micrographs of Upper Jurassic
Radiolaria from UWA―01.
Fig. 　＼｡　ＡｒｃｈａｅｏｄｉｃりomilｒａｒiがｄａPessagno
Fig.　1. 　Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃりomiiｒａ（？)sp. indet.
Fig. 3. H$･はｕｒｎｓｏ. Ａ
Ｆ４、４、Ｈｓｕｕｍ　ｍａエｊｊｕｅｌｌｉPessagno
Fig. 5. Thanarla sp. C1、Ｔ、ｃｏｎｉｃａ(Alive)
Fig. 6.χititｓ sp. A
Fig. 7.Ｓｐｏｎｇｏｃａｐｓａsp. indet.
Fig. 8Miｒifｕｓｕｓ ｒｎｅｄｉｏｄｉｌａtａｉｕ＾(Rust)
Fig. 9a.Ｐｒolｕｎｕｍａ Ｓｐ、Ａ
　　　　　　　　Lateral view
Fig. 9b.Ｐ ｒｏtｕｎｕｍａｓｐ.Ａ
　　　　　　　　Lower side view of Fig. 9a
Fig. 10.Ｅｕｃｙ副直ｕｒｎ（？）7）りiclum RiEDEL et Sanfilippo
　　　　　　　　Apical view
Fig. 11.Ｔｒｉｃｏｌｏｃａｐｓａsp.indet.
Fig. 12ヽＴｒｉｃｏｌｏｃａｐｓａsｏ. A
Fig. 13. Theoperid gen. et sp. indet.
Fig. 14、Ｓりｌｏｃａｐsａｏｂｌｏ昭'ulaKOCHER
Fig. 15a.Williｒiedellｕｍ ｃａゆａthici。ｌDUMITRICA
　　　　　　　　Ventral lateral view
Fig. 15b.Williｒiedellｕｒｎ ｃａｒpalhicｕｍDUMITRICA
　　　　　　　　Lower side view of Fig. 15a
Fig. 16a. Cり､^gyl-りz/lりｒａ､ｔ（？)sp. indet.
　　　　　　　　Lateral view
Fig. 16b.　Ｇｏｉｉｇｖiothoｒａｉ（？)sp. indet.
　　　　　　　　Lower side view of Fig. 16a
Fig. 17Tｒｉｃｏｌｏｃａｐｓａｐ、A
Fig. 18. Cryptocephalic nassellaria gen. et sp. indet.
　Marker Ａ， B, C = 0. 1 mm
Marker Ａ : 10, 11, 14 ･
Marker Ｂ: 1, 2, 3, 5, 6, 7, 8, 9a, 9b, 12, 13, 15a, 15b, I6a, 16b, 17, 18
Marker Ｃ: 4
Plate 4
Explanation of Plate 5.
All figures are transmitted light photomicrographs of Upper Jurassic
Radiolaria from UWA―01.
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Fig.　5a, 5b.
Fig.　　　6.
Fig.　7a, 7b.
Fig.　　　8.
Fig.　　　9.
Fig.　　　10.
Fig.　　11.
Fig. 12a, 12b.
Fig.　　　13.
Fig.　　　14.
Fig. 15a, 15b.
Fig. 16a, 16b.
Fig. 17a, 17b.
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Ｓｐｏｎｇｏｃａｐsａ sp. indet.
ＡｒｃＫａｅｏｄtｃりＯＴｎｉtｔａｓｏ. Ｂ
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gen. et sp. indet.
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Ａｒｃｈａｅ.ｏｄｉ･Ｃりomilｒａ sp. Ｂ
Ｘｈａtnoidelliｖｒｎ(?) sp. indet.
Ｕ/,･Uiｒiedellｕm SiP. indet.
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WiUiriｅｄｅｌｈｖｍ ｃａｒｂａthicｕｒｎ DUMITRICA
WiUiried.ぶｕｍ ｃａｒl)ａμhicuni DUMITRICA
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Ｓりｌｏｃａｐｓａ(？) sp. indet.
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Marker A = 0.1 mm
ＡPlate 5
Explanation of Plate 6.
Fig. 1.１ｎｏｃｅｒamiis（Ｍｙliloideｓ）ｍｙItiloid。５Mantell
　　　　　　lateralview of right valve,×1いloc. UWA―07.
Fig.2. 　Ｉｎｏｃｅｒｍ？lUS(.Myね･Z御･ｄｅs）ｍｙiiloideｓMantell
　　　　　　lateralview of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Fig. 3.１ｎｏｃｅｒａｎｉｕｉ（Ｍｙliloideｓ）ｒｎｙｌｉｌｏｉｄｅｉMantell
　　　　　　lateralview of right valve,χ1,. loc. UMA―07.
Fig. 4. Inoceramu∫（Ｍｙtiloideｓ）■ｒｎｙtiloide%Mantell
　　　　　　lateralview of right valve,χ1,. loc. UMA―07.
Fig. 5.ｈｉｏｃｅｒａｎｉｕｓ（Ｍｙliloidei）ｏｐａｌｅｍｈBOSE
　　　　　　lateralview of right valve, plaster cast,χ1,. loc. UMA―07.
Fig. ６Ｉｎｏｃｃｒａｎｉｉｉｓ（Ｍｙliloideｓ）ｏｐａｌｅれｓiｓBOSE
　　　　　　lateralview of right valve,χ1,. loc. UMA―07.
Fig, 7.Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ(Mvだloid≪）labiatｕｓSCHLOTHEIM
　　　　　　lateralview of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Fig. 8Ｉｎｏｃｅｒａｍｕs（Ｍｙｌｉｌｏｉｄｅｓ）EabiatｕｓSCHLOTHEIM
　　　　　　lateralview of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Fig. 9- Inoceramus (Ｍｙiiloideｓ）iabiaiｕsSCHLOTHEIM
　　　　　　lateralview of right valve,χ1, . loc. UWA―07.
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Plate 6
Explanation of Plate 7
Fig. 1. lnoceΓamiぷs（Ｍｙli<Loi･＆j）ｓｕbheｒｃｙni'CUS SE】TZ
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1。loc. UWA―07.
Fig. 2Ｉｎｏｃｃｒａｍｕｓ（Ｍｙliloidei）ｓｕbfvｅｒｃｖｎｉｃｔｔｓSeitz
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1, . loc. UWA―07.
Fig. 3. InひじＥΓanius (Ｍｙliloide$）ｓｕbKeｒｃｗicｕｓ Seitz
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Ｆｉｇ. 4，ｈｉｏｃｅｒａｒｎｕｓ（Ｍｙliloideｓ）ｓｕbheｒｃ-ｙｒti･ｃｕsSeitz
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Fig. 5.ＪｎｏｃｅｒａηｌＵＳ（Ｍｙliloideｓ）ｓｕbheｒｃｙｎｉｃｕiSe tz
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Ｆ＼ｇ. 　6. 　ｉｎｏｃｅｒａｍＭＳ（Ｍｙliloideｓｆ）“laLiis”Mantell
　　　　　　　lateral view of left valve,χ1, . loc. UWA―07.
Fig. 7Ｉｎｏｃｅｒａ･ｍｔiｓ（Ｍｙliloidei＾）“lalus" Mantell
　　　　　　　lateral view of left valve, plaster cast,χ1,. loc. UWA―07.
Fig. 8.八oceramus (Ｍｙliloideｓ’^）heｒｃｙｎｉｃｕｓPeteaschech
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Ｆ＼ｅ. 　9- 　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｍ皿ｌｏｉｄｅｓ’^）heｒｃｙｎｉｃｕ.５Petraschech
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1,. loc. UWA―07.
Fig. 10１ｎｏｃｅｒａｍｕｉ ａｆｆ.hobctｓｅｎｓi･∫Nagao et Matsumoto
　　　　　　　lateral view of left valve,χ1.25,. loc. UWA-102.
Fig. 11. Inoceram心afr.hobetｓｅｎｓtｓNagao et MAT-.3UMOTO
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1.2,. loc. UWA―102.
Fig.　12. InりじｅΓamu∫air. h面河sensi･∫Nagao et Matsumoto
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1.2,. loc. UWA―102.
Fig. 13. Acanthoceratidae gen. et sp.　indet.
　　　　　　　lateral view,χ1.2,. loc. UWA-102.
Ｆｉｇ.　14. 　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓtｅｓｈｉｏｅｎｓｊ･sNagao et Matsumoto
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1.2,. loc. UWA―11.
Ｆ４，χ5. Parvａｍｕｓｓiimi ｙiibaｒｅｎｓｅ（ＹＡＢＥet ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　　ａ : lateral view of right valve, internal mould,χ1.7
　　　　　　　b : lateral view of left valve, external mould,×1.7
　　　　　　　loc. UWA―07.
Fig.　16.八/lyrLea (s. 1. ) alT. ezoe7?s (Nagao)
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1.4,｡. loc. UWA―102.
Fig. 17Mesｏsａｃｃｅｌｌａ sｐ･
　　　　　　　lateral view of left valve,χ1.8,. loc. UWA―11.
Fig. 18. N･ｕｃｉｄａ（Ｐａｃtinｕｃ･idａ) sp. cf.　kochie･ｎｓtｓTashiro et Matsuda
　　　　　　　lateral view of right valve,χ1.8,. loc. UWA―07.
Fig. 19. Niicula (Ｐｐｃｌｉｉｉｕｃｕln）sp.cf.kochie.iぷs Tashiro et Matsuda
　　　　　　　lateral view of left vaft valve,χ1.4.. loc. UWA―07.
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